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Ⅲ 自由意見Ｑ＆Ａ集 
 
●このＱ＆Ａ集について 

市民意識調査に回答のあった 1,711 人から寄せられた約 600 件の自由意見のなかから、よくあ

るご意見、ご質問などを抜粋してＱ＆Ａにしました。 

●自由意見への回答について 

このアンケート調査は無記名で、回答者が特定できませんので、寄せられた自由意見について、

個別に回答はしていません。 

●自由意見の取り扱いについて 

寄せられた自由意見は、各担当課において今後の取り組みの参考といたします。 

●自由意見の整理について 

自由意見は、久留米市新総合計画の都市づくりの目標別に整理しています。 

 

 

 
【目標：誇りがもてる美しい都市久留米】 
 
●快適で潤いある都市基盤・生活基盤の整備 

Ｑ：子育てしやすいまちづくりを目指しているそう

ですが、公園が少なく、特に住居近くにないので

困ります。あっても暗くて古く、特にトイレは汚

くて子どもが恐がって行きたがりません。もっと

きれいで安全な公園を充実させてほしい。わざわ

ざ車で公園に行くのは、環境問題にもよくないと

思います。（40 歳代、女性） 
 
 
Ａ：久留米市では、近隣に居住されている方の利用

を目的とした小規模な公園や、市内外の広域的な

利用を目的とした大規模な公園の整備を、市の財

政状況や地域の状況等も踏まえながら、計画的に

整備を進めているところです。 

また、日常の維持管理につきましては、定期的

なパトロールの実施や、公園愛護活動など地域の

皆様のご協力も頂きながら、安全で快適な利用環

境の確保に努めております。 

現在ご利用の公園でご不便を感じられた際には、

管理を担当しております公園土木管理事務所まで

ご一報頂けましたら、状況確認や原因調査などを

行います。 

今後につきましても、全国トップクラスの子育

てしやすいまちを目指して、皆様に安心してご利

用頂けるような公園づくりに努めてまいりますの

で、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたし

ます。 

【回答課：公園緑化推進課】 

 

 
●快適で潤いある都市基盤・生活基盤の整備 

Ｑ：久留米市の実家に、幼い子どもの育児環境を考

えて、引っ越して来ました。交通機関も充実して、

買い物も一通りは市内で済ますことができ、医療

施設は全国屈指の数、質を誇っていると思いま

す。しかし、国道、狭い道路、どんな道路におい

ても歩道がとても狭く、ガードレールもありませ

ん。道路の舗装状態も悪いし、通行量の多い道路

でも横断歩道など白線の消えている所がとても

目につきます。ぜひとも道路整備を最優先事項と

して取り組んでいただき、今後増えていく高齢

者、全ての人が安心して外出できる街にしてくだ

さい。（40 歳代、男性） 
 
 
Ａ：久留米市では平成 25 年度にセーフコミュニティ

の認証を受け、多くの市民や団体と連携し「みん

なが安全に安心して暮らせるまちづくり」の取り

組みを行う中で、交通安全対策にも重点的に取り

組んでおります。 

久留米市では交通安全対策に対するニーズが高

く、多くの地元要望をいただきながらカーブミ

ラー、区画線、防護柵といった安全施設の設置を

はじめとして、小学校周辺におけるカラー舗装等

の通学路の安全対策や歩道のバリアフリー化等に

取り組んでいます。 

こうした取り組みの中で、今後も久留米市の道

路整備について、地元や関係部局、警察等と連携

を図りながら進めてまいりたいと考えております。 

【回答課：生活道路課】 
 
 

●快適で潤いある都市基盤・生活基盤の整備 

Ｑ：校区によって、住宅が密集したり空き屋が多

かったりして、小・中学校の児童・生徒数に大き

な偏りが見られます。マンション建設に関して、

行政から意見を言うことはできませんか。学校、

児童・生徒数を適正な数に調整できないもので

しょうか。（50 歳代、女性） 
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Ａ：マンション建設などの建築物の立地につきまし

ては、都市づくりの基本となる都市計画法に基づ

き区域区分や用途地域などの土地利用のルール

を定めています。 

 この土地利用のルールは、中心市街地などの市

中心部においては、土地の高度利用を促進するた

め、高層・高密度の建築形態を誘導する一方、郊

外部等においては、容積率や建ぺい率等の基準を

低く設定することにより、マンションなど高層建

築物の立地をなるべく抑制し、周辺の自然と調和

した良好な住環境を形成するといったものです。 

 こうした土地利用のルールを定めることで、無

秩序な土地利用を抑え、コンパクトなネットワー

ク型の都市づくりを目指していきます。 

 なお、少子・高齢化の進行や定住人口の減少等

に伴い、学校も小規模化傾向にある市街化調整区

域等の郊外部においては、集落内の生活道路や水

路の整備などとともに、戸建て空き家の活用策の

検討や、日常生活の移動を支える生活支援交通の

導入など、コミュニティの維持に向けた検討を進

めてまいります。 

【回答課：都市デザイン課】 
 
 

●快適で潤いある都市基盤・生活基盤の整備 

Ｑ：最近、街中の街路樹の枯れが目立ちます。明治

通りなど観光客に目に入る場所は、街のイメー

ジにつながりますので、もう少しきれいに整備

されることをお願いします。お祭りの時だけ綺

麗にしないでください。（50 歳代、女性） 
 
 
Ａ：ご指摘のとおり街路樹はまちなみをつくる重要

な要素となりますので、樹種に応じた適正な管理

に努めております。 

枯枝があった場合や樹木が枯れた場合は、日常

パトロール等で発見し次第伐採や剪定を行ってお

りますが、お気づきの点がありましたら、公園土

木管理事務所へご連絡いただきますと現地確認い

たしますのでご協力お願いいたします。 

なお、明治通りは国の管理となりますので、国

へも適正な管理をお願いしてまいります。 

【回答課：公園土木管理事務所】 

 

 

●快適で潤いある都市基盤・生活基盤の整備 

Ｑ：私の住んでいる長門石では、年に数回（５～６

回）大雨のため道路が川となります。何度も行政

に話をしても、一向に変わりません。30 年以上も

毎年同じことが起こりますが、ひどい時は 30cm

程も冠水します。小学校では、親が判断して登校

を考えるようになっているそうです。そろそろ行

政として取り組んでください。（60 歳代、男性） 
 
 

Ａ：ご意見を頂きました長門石地区におきましては、

豪雨時に広範囲の道路冠水が発生しており、特に

長門石小学校周辺におきましては、子ども達の通

学に支障をきたしている状況を現地にて確認して

おります。 

これまで、現況調査結果を基に、浸水対策につ

いて検討を行い、地元の皆様と協議を重ねてまい

りましたが、地形的に平坦であることや流末の河

川水位が高いこと等の問題もあり、未だに有効な

対策を講じるにいたっておりません。 

今後につきましても、浸水被害軽減に向け、地

元の皆様のご意見を伺いながら、効果的な対策に

ついて幅広い検討をしてまいりたいと考えており

ます。 
【回答課：河川課】 

 

 
●快適で潤いある都市基盤・生活基盤の整備 

Ｑ：所得が低い高齢者は、本当に住宅に困っている

ので、安心して生活できる市営住宅が必要ではな

いでしょうか。（60 歳代、女性） 

 
Ａ：市営住宅は、「公営住宅法」に則り、「住宅に困

窮する低額所得者に対して低廉な家賃で賃貸（中

略）することにより、国民生活の安定と社会福祉

の増進に寄与することを目的」としています。 

そうしたなか、高齢者は、総じて住宅困窮度が

高いことから、久留米市では、入居者募集におい

て「高齢者世帯枠」を設けたり、単身入居は原則

として高齢者に限定するなどの対応を行ってい

ます。また、これらの住宅は、低層階の部屋をあ

てるなどの配慮を行っています。 

その他にも、住宅に困ることが多いとされる、

障害者や母子・父子世帯、子育て世帯の方々を対

象とした優先枠を設けています。 

なお、市営住宅への入居には、お申し込みや審

査など一定の手続きが必要です。詳しくは市の住

宅政策課（0942-30-9086）までお問い合わせくだ

さい。 
【回答課：住宅政策課】 

 

 
●快適で潤いある都市基盤・生活基盤の整備 

Ｑ：大島公園の近くの住民です。公園内、公園周辺

の環境が悪いのに驚いています。まず屋根付き休

憩所が有りますが、木々の小陰で学生の溜まり場

のようになって、ペットボトル、ビニール袋など

が散乱していて困っています。１日１回はビニー

ル袋を持って収集に行きますが全く改善されま

せん。休憩所は道路からよく見えるようにしてく

ださい。（70 歳以上、男性） 
 
 
Ａ： 大島公園の東屋について現地確認したところ、
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現在道路からみえる状況になっていますが、樹木

の生長や枝の状態によっては見えにくくなる箇所

があるようです。月１回現地確認を行いながら、

随時樹木の剪定をおこない、たまり場にならない

ように努めてまいります。また、何かお気づきの

点がございましたら、公園土木管理事務所または

指定管理者である公益財団法人久留米市都市公園

管理センターへご連絡ください。 

【回答課：公園土木管理事務所】 

 

 

●魅力ある歴史環境の未来への継承 

Ｑ：歴史があるので、昔の建物を保護し、そのスポッ

トを巡れるコースを作ってほしい。時々、一般の

住宅で、とても素敵な昔の造りの家があります。

そのようなものを残していければいいなと思い

ます。（20 歳代、女性） 
 
 
Ａ：久留米市には永い歴史があり、歴史的な建物も

各所に残されています。市ではこれまで、歴史的

な建造物の記録の作成や、将来的な文化財指定・

登録候補としての詳細な把握のために、建造物の

調査を継続して実施しております。歴史的な建物

を保存し、地域の資源としてまちづくりに活用し

ていくことはとても大切であり、責務であります。

今後も、建物の所有者の皆様と協議をしながら取

り組みを進めてまいりますので、市民の皆様から

の情報提供等のご協力をお願いいたします。 

  【回答課：文化財保護課】 

 

 
●安全・安心なまちづくり 

Ｑ：福岡県全体に言えるかもしれないが、手榴弾な

ど暴力団関連の事件が多いように思うので、ぜひ

対策を強化してほしい。（30 歳代、男性） 
 
 
Ａ：ご指摘がありましたとおり、久留米市に拠点を

構える暴力団による再三にわたる抗争事件は、都

市イメージや地域経済の発展、青少年の健全育成

などに極めて悪い影響を与えているものと認識し

ております。これまでに久留米市では、主に校区

関係団体や事業者、警察、行政等で組織した久留

米市暴力追放推進協議会を中心とした暴力追放運

動を展開しており、主な活動として、年２回の市

民総決起大会、校区単位での暴追運動、暴力追放

推進基金の設立など、独自の暴力追放運動に取り

組んできたところです。地域住民が原告となり起

こした民事訴訟に官民一体となって取り組み、全

国初となる指定暴力団本部事務所の撤去を実現す

るなど、暴力団壊滅に向け大きな成果をあげてお

ります。今後も、暴力団の壊滅に向けて、市民・

事業者・警察・行政等の地域社会が連携・協働し、

一丸となって、暴力追放運動に取り組んでいくと

ともに、市民や事業者への啓発に積極的かつ継続

的に取り組み、社会全体で暴力団を排除する気運

の醸成を図っていきたいと考えています。 

【回答課：安全安心推進課】 

 

 
●安全・安心なまちづくり 

Ｑ：まちなかや新設道路バイパスでの防犯灯は、こ

れでもかというほどついているが、町はずれ地帯

は、高校や中学校があるにもかかわらずまっ暗

で、防犯灯が非常に少ないのでとても危ないで

す。ぜひ、防犯灯の充実をお願いします。 

（60 歳代、女性） 
 
 
Ａ：現在、久留米市の防犯灯につきましては、設置

及び維持管理は自治会等の地域コミュニティ組織

が行っており、その設置箇所は地域コミュニティ

組織の判断によるものです。久留米市としまして

は、安全安心のまちづくりの実現には市と市民の

皆様が一体となって取り組むことが大変重要であ

るという協働の観点から、設置費用を補助するこ

とで、地域の防犯灯設置の推進、充実に努めてお

ります。 
【回答課：安全安心推進課】 

 

 

●環境に配慮したまちづくり 

Ｑ：月に何回かごみの収集活動をしていますが、ご

みのポイ捨てが多く、特にタバコの吸い殻が多く

落ちています。歩きたばこを禁止してほしいで

す。歩きたばこをしている人の後ろを歩いている

と、たばこの煙を吸うことも多くあります。これ

はぜひ取り入れてほしいです。よろしくお願いし

ます。（40 歳代、女性） 
 
 
Ａ：ごみのポイ捨ての件についてですが、市では、

ごみのポイ捨てや不法投棄などを防止し、地域の

環境美化を促進するために環境美化促進条例を制

定しています。その中で、市民・事業者・市、そ

れぞれの責務などについて規定し、清潔で美しい

まちづくりを進めています。 

ご意見をいただきましたとおり、ポイ捨てごみ

自体は、年々少なくなってきているものの、たば

この吸い殻が目立つ状況にあります。 

｢歩きたばこ｣は、吸い殻のポイ捨てにつながる

恐れがあるとともに、受動喫煙や通行人に対する

安全上の問題もあると考えています。「歩きたばこ」

を防止するためには、喫煙者の皆様にモラルを向

上させていただく必要があると考えていますので、

今後とも喫煙マナーの向上に向けて、啓発活動に

努めてまいります。 

なお、久留米市では、市民や事業者のみなさん

と協働して道路、公園、河川などの公共施設の美
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化に取り組む「くるめクリーンパートナー」事業

を実施し、地域の環境美化の推進を図っています。

この「くるめクリーンパートナー」の皆様が、ま

ちを美しくしている様子を目にすることで、「ポイ

捨てできないな」と思っていただく効果も狙って

いて、ポイ捨て抑止につながっていると考えてい

ます。今後は、より一層、このような取り組みを

進め、ポイ捨てごみのない、清潔で快適な久留米

市をめざしていきたいと考えていますので、ご理

解とご協力を賜りますようお願いいたします。 

【回答課：環境政策課】 

 
 

●生活環境の保全と向上 

Ｑ：犬の散歩をする人を夜によく見かけますが、犬

のふんを放置している人が多く、注意すると逆ギ

レされます。罰金等を科して、処罰してほしいで

す。（40 歳代、男性） 
 
 
Ａ：ご相談に対しまして、久留米市動物管理セン

ター（保健所衛生対策課）よりご回答申し上げま

す。 

動物管理センターでは、犬のふん放置について

のご相談や苦情を受けた場合、まず現場の状況を

確認させていただき、原因者が判明している際に

は、ふんを適切に持ち帰っていただくよう指導を

しております。 

また、散歩をする方が多く、ふんの放置も多い

公園等の地域においては、必要に応じてチラシや

ふん袋を配布する等により街頭啓発を行っており

ます。 

「久留米市飼い犬管理条例」においては、飼い

主の義務として、犬を飼う際には、飼い犬が公共

の場所や他人の土地等を不潔にしないようにする

ことが規定されております。 

犬のふんを放置したことで即、罰金等を科すよ

うな規定はございませんが、今回のご相談につき

ましては、地域等具体的な情報をご教示いただけ

れば、現場の確認や街頭啓発も可能ですので、動

物管理センターまでご一報いただけると幸いです。 

◆動物管理センター 連絡先 0942-30-1500 

【回答課：保健所衛生対策課】 

 
 

●循環型ごみ処理システムづくり 

Ｑ：ごみ分別の種類の少なさ、ごみ袋の小ささで、

何でも可燃ごみとして捨ててしまい、もったいな

い気持ちが増しています。ぜひ改善していただき

たいです。（30 歳代、女性） 
 
 
Ａ：本市においては 18 種類分別を行いごみの減量、

再資源化に努めているところです。また、一般家

庭用の指定袋は燃やせるごみ・燃やせないごみ共

に、大袋と小袋を作成しており、指定袋制度導入

時からの大きさです。指定袋制度導入後、集積所

に出されたごみ袋の個数のサンプリング調査を実

施しておりますが、一般家庭から出される燃やせ

るごみにつきましては、現在の袋の大きさで充足

していると思われます。また、本市におきまして

は、平成 32 年度の一人あたりのごみの排出量 920

ｇ以下の目標を掲げて市民の皆様方のご協力のも

と、ごみ減量（排出抑制）に努めております。今

後とも、ごみ減量・分別推進にご理解とご協力を

いただきますようお願いいたします。 

【回答課：資源循環推進課】 

 
 

【目標：市民一人ひとりが輝く都市久留米】 
 
●豊かな生涯学習の振興 

Ｑ：公民館等は市民が活用できる施設ですが、合併

後は手続きが大変面倒で料金も高く、高齢者には

不安の材料です。気軽に利用できる対応をお願い

します。（60 歳代、女性） 
 
 
Ａ：この度いただいた貴重なご意見を参考に、公民

館等の施設については、各地域の社会教育の拠点

として、どなたにも利用しやすい施設となるよう

運営してまいりますので、今後ともご理解とご協

力をよろしくお願いいたします。 

【回答課：生涯学習推進課】 

 
 

●多様で魅力ある市民文化の振興 

Ｑ：私は 20 歳です。私と同世代の人は久留米はと

かにかく若者が集まる場所がないと言っていま

す。遊ぶ場所といえばゆめタウンくらいしかあり

ません。六角堂跡地にシティプラザを建設中です

が、シティプラザ内の店舗についても厳選しても

らい、若い人が集まる都市にしてほしいと思って

います。（20 歳代、男性） 
 
 
Ａ：久留米シティプラザは、文化芸術振興の拠点、

広域交流促進の拠点、六ツ門地区の商業拠点、賑

わい交流の拠点という４つの機能を併せ持った施

設として整備を進めています。 

賑わい交流の拠点施設としての機能を最大限に

発揮していくため、久留米シティプラザの広場や

賑わい交流施設を活用し、憩いとやすらぎを感じ

る魅力的な日常空間を演出するとともに、子ども

や若者、高齢者など様々な人々が集い、楽しめる

場や機会を提供することで中心市街地の集客を図

り、街なかの求心力と賑わいを高めたいと考えて

います。また、市民の様々な賑わい創出活動を支

援することで、その活性化や新たな賑わい創出を

促進したいと考えています。 
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さらに、六ツ門地区の商業拠点としての機能を

最大限に発揮していくため、市街地再開発事業と

連携を図り「賑わい・憩い・楽しむ」場となる商

業施設を整備することにより、六ツ門地区の商業

拠点を再生するとともに周辺商業施設や商店街と

の連携により新たな人の流れの創出を図りたいと

考えています。 

久留米シティプラザの商業施設については、六

ツ門地区市街地再開発組合により整備されており、

周辺商業施設と連携して魅力ある商業の展開が図

られるよう、施設コンセプトに合った商業施設の

テナントを現在募集されているところです。 

【回答課：久留米シティプラザ推進室】 

 

 

●多様で魅力ある市民文化の振興 

Ｑ：久留米市街地が、もっと活気がでるように、シ

ティプラザの運営にも期待しています。 

（40 歳代、女性） 
 
 
Ａ：久留米シティプラザは、「賑わいと憩いが調和

する文化・活力創造空間」を基本理念に、「心豊か

な市民生活の実現」、「広域的な求心力づくり」、「街

なかの賑わい創出」に向けた戦略的な拠点として、

文化芸術振興の拠点、広域交流促進の拠点、六ツ

門地区の商業拠点、賑わい交流の拠点という４つ

の機能を併せ持った施設として整備を進めていま

す。 

この久留米シティプラザを活用し、音楽や演劇、

展覧会などの楽しみを創り出しながら、心豊かな

市民生活を実現するとともに、文化芸術の振興や

将来を担う子どもたちの感性や情操、個性、創造

性を育み、活力ある地域社会を創り出していきた

いと考えています。 

また、久留米市が持続的に発展していくために

は、広域的な求心力をつくり、賑わいを創出する

必要があります。そのため、自主事業やコンベン

ションなどを含めた貸館事業の積極的な展開、憩

いと安らぎを感じる魅力的な日常空間づくり、商

店街との連携などの取り組みを進め、来場者を増

やすことによって、周辺商店街への波及効果やコ

ンベンション開催等による宿泊や飲食などの様々

な経済効果が期待できるものと考えています。 

さらに、より高い波及効果をもたらすためには、

商店街との共催事業などの実施とともに、商店街

自らの創意工夫や取り組みも必要であると考えて

います。こうした点を踏まえ、関係部局とも連携

を図りながら、中心商店街の活性化にも繋げてい

きたいと考えています。 

【回答課：久留米シティプラザ推進室】 

 

 

 

●多様で魅力ある市民文化の振興 

Ｑ：石橋美術館は、遠来の客や友人をもてなす際に

は必ず紹介してきた場所でした。それが、ブリヂ

ストンが運営から撤退すると知って、大変落胆し

ています。貴重な文化・芸術に触れることができ

るのは、市民にとって大きな喜びであり誇りでも

あります。それを失うのかと思うと、どこか他所

に引っ越したくなってしまいます。市はどういう

方針で運営されるのか知りたいです。 

（60 歳代、女性） 
 
 
Ａ：石橋美術館につきましては、昭和 52 年から石

橋財団により運営されてきましたが、報道や広報

くるめでお知らせしましたように、平成 28 年 10

月からは、久留米市の運営となります。 

ご質問いただいた運営移行後の新たな美術館の

方針等につきましては、現在、市と石橋財団との

合同のチームにおいて、内容を協議・策定してい

るところです。今後は、平成 27 年３月までに新た

な美術館の方針等を発表し、その方針等に沿って

美術作品の購入や展覧会の準備などを進めていく

予定です。 

市としましては、これまで石橋美術館に長年親

しんでこられたファンの方々や市民の皆様のため

にも、新たな市の美術館が、引き続き久留米の文

化芸術の中心施設として市民の皆様に親しまれて

いく美術館となるよう、運営に努力していきたい

と考えております。今後もご協力・ご支援のほど、

よろしくお願いいたします。 

【回答課：文化振興課】 

 

 
●活力あふれる市民スポーツの振興 

Ｑ：百年公園近辺のスポーツ施設をたくさん利用し

てほしい。例えば東京オリンピックの選手団を招

いて、練習の場所を提供したり、選手村を発足さ

せたりするなどして活用してもらいたい。 

（40 歳代、女性） 
 
 
Ａ：百年公園周辺におきましては、久留米スポーツ

センターを中心にスポーツ施設が集積しており、

市民のスポーツ振興のため多くの方々にご利用い

ただいているところです。東京オリンピック・パ

ラリンピックにつきましても、久留米市として

キャンプ地誘致の意向を表明し、誘致活動を進め

ております。今後とも久留米スポーツセンター等

を最大限活用し、市民のスポーツ振興に向けて取

り組んでまいります。 
【回答課：体育スポーツ課】 
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●安心して産み育てられる環境づくり 

Ｑ：子育ての施設「くるるん」に行きたいけど駐車

場がありません。割引チケットでもあると助かり

ます。周りの人たちも、行きたいけど駐車場がな

いから行かない人が多いです。（30 歳代、女性） 
 
 
Ａ：久留米市子育て交流プラザくるるんは西鉄久留

米駅に隣接したビルに設置しており、公共交通機

関でのアクセスは便利ですが、自家用車で来館の

皆様には付近の有料駐車場を利用していただいて

おります。 

くるるん専用の駐車場を、といったご意見も利

用者の方よりいただいておりますが、西鉄久留米

駅周辺は場所の確保が困難であり、また駐車場の

割引などについても対応が難しい状況です。 

ご理解のほど、よろしくお願いいたします。 

【回答課：子ども育成課】 

 

 

●安心して産み育てられる環境づくり 

Ｑ：子育て中のお母さんが安心して働けるために、

保育園等に軽い症状であれば、それに対応できる

医師や看護師に常駐してもらいたい。個室を用意

していただければ休まないで安い賃金を減らさ

ずに済みます。何らかの育児支援を願います。 

（60 歳代、女性） 
 
 
Ａ：入院などの必要がない病気のお子さんについて、

保護者が仕事の都合、疾病、出産、冠婚葬祭など

により家庭での育児が困難な場合に、お預かりす

る病児・病後児保育の制度がございます。久留米

市内に３施設あり、マリアンキッズハウス（聖マ

リア病院内）、エンゼルキッズ（久留米大学医療セ

ンター内）、すくすくランド（久留米大学旭町キャ

ンパス内）となっております。詳しくは病児保育

のページをご覧ください。 

◆久留米市：病児保育 

http://www.city.kurume.fukuoka.jp/1050kurashi/ 

2040kosodate/3070azukari/13.html 

 【回答課：児童保育課】 

 

 

●生き生き育つ教育環境づくり 

Ｑ：学童保育は小学６年生まで延長すべきです。４

～６年の児童の学童を行わないことは、子ども１

人で留守番をさせることになり、犯罪に巻き込ま

れ、事故が起こるのは当然、視野に入れてあるの

ですよね。それは改善すべきことだと思います。

安心して住める久留米市にするには、小さな子ど

もを守ることからスタートするのではないで

しょうか。（30 歳代、女性） 
 
 

Ａ：児童福祉法の改正により、「おおむね 10 歳未満」

とされていた学童保育の対象年齢に関する記述が

削除されたことに伴い、本市においても６年生ま

での受け入れを行っていくこととしています。 

これまで、定員超過解消のために学童保育専用

施設の建設を積極的に進め、平成 22 年度からの５

年間で 690 人の定員拡大を図ってきたところです

が、高学年の受け入れには相当数の定員拡大が必

要となる見込みです。そのため、既存の学校施設

の活用等を含めた対応方法について、現在検討を

行っているところです。 

できる限り早く、高学年児童が安全に過ごすこ

とができる学童保育所を実現できるよう取り組ん

でまいります。 
【回答課：子ども育成課】 

 

 
●生き生き育つ教育環境づくり 

Ｑ：久留米市内の公立小中学校は、他市に比べて施

設が古く、設備も整っていないと思います。特別

教室に準備室がなく、特別教室がプレハブででき

ていたり、保健室が狭く、トイレやシャワーがな

い等の学校もあるようです。春日市や大野城市の

学校と比べると、もう少し学校施設に予算をかけ

てもいいのではないでしょうか。（40 歳代、女性） 
 
 
Ａ：本市の市立学校施設は昭和 40 年代後半から昭

和 50 年代にかけて、多くの校舎・屋内運動場が建

設され、昭和 56 年以前に建設された施設が全体の

約６割を占めており老朽化が進んでいる状況です。 

一方で、学校施設は、児童・生徒が日常的に一

日の大半を過ごす学習・生活の場であり、災害時

には市民の避難場所ともなることから、「老朽化対

策よりも安心・安全を最優先に」早急な耐震化へ

の対応が求められております。 

このため、本市では児童・生徒の「安全・安心」

を確保するための最優先課題として、学校施設の

耐震化を進めており、平成 26 年度末には市立学校

施設の耐震化及び非構造部材の耐震化が完了する

予定です。 

今後は、これまで以上に「快適」の視点にも重

点を置き、老朽化や損耗が著しい施設について、

計画的に改築事業、大規模改造事業、さらに各教

室内部改修等を実施し、ご指摘の特別教室の設備

の充実も含め安全性や快適性の確保に努めていき

たいと考えております。 

【回答課：学校施設課】 
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●保健・医療・福祉施策の総合的推進 

Ｑ：現在、エイズなどの性感染症が問題になってい

ますが、その感染者拡大の一因として、検査受診

率の低さがあると思います。調べたところ、大牟

田市の保健所では 30 分で結果がわかる即日検査

ができるそうです。若者の未来を守り、健康で建

全な街を目指すならば、こういった取り組みも必

要ではないでしょうか。（20 歳代、男性） 
 
 
Ａ：ご意見のとおり、ＨＩＶ感染の早期発見や早期

治療のためにも、エイズ検査や相談体制の充実は

非常に大切なことであると考えております。エイ

ズ検査には、通常検査と即日検査があり、通常検

査は、詳細な検査を行い、精度の高い結果に基づ

いた丁寧な説明ができる反面、その結果説明は１

週間後になります。一方の即日検査は、簡易な検

査で、その結果はすぐに判明しますが、まれに偽

陽性（ＨＩＶに感染していないのに、感染してい

るという結果になる）になることがあります。 

このようなことから、久留米市保健所では、正

確な結果をお伝えするために、毎週水曜日に通常

検査を実施しているところです。ただし、忙しく

通常検査に来れない方のために、ＨＩＶ検査普及

週間がある６月や世界エイズデーがある 12 月に

は、夜間に即日検査を実施しています。今後も、

ＨＩＶ感染の早期発見や早期治療のために、検査

や相談体制の充実に努めてまいります。 

【回答課：保健所保健予防課】 

 

 
●保健・医療・福祉施策の総合的推進 

Ｑ：医療費の助成を小学校６年生か中学生までに引

き上げてほしいです。（20 歳代、女性） 
 
 
Ａ：久留米市では、子育て世帯の経済的負担を軽減

し、子育て支援などを行うことを目的として、県

の制度を活用、医療費の一部助成を実施していま

す。 

現在の制度は、就学前までの入・通院を対象と

した県制度に上乗せし、市独自の支援として「所

得制限の撤廃」と「対象年齢の拡大」を行ってい

ます。 

対象年齢の拡大については、通院に係る医療費

の一部助成を平成 25 年 10 月から小学３年生まで

に拡大、入院に係る医療費の一部助成を平成 26

年 10 月から中学３年生までに拡大し、子育て世帯

の経済的負担の軽減を図っております。 

さらなる制度の充実につきましては、総合的な

子育て支援施策の充実を図るという観点で、また

子育て世代の定住促進の観点から検討していきた

いと考えております。 

【回答課：医療・年金課】 

 

●高齢者福祉の充実 

Ｑ：私も高齢者の１人ですが、高齢者の方が久留米

市に住んで良かったと言える活動の場等を提供

してください。大牟田市のように認知症に対して

も、もっとやさしいまちを目指してほしい。老人

１人暮らしの人でも見守り隊の人が出向かれる

ように、孤独死などがないまちにしてください。

（60 歳代、女性） 
 
 
Ａ：久留米市は、認知症高齢者やその家族を支援す

るため、久留米大学医学部との連携によるものわ

すれ相談やものわすれ予防検診の実施をはじめ、

認知症を正しく理解し地域で見守る認知症サポー

ターの養成や認知症講演会の開催、地域の関係機

関と連携した見守り活動などの取り組みを進めて

います。 

また、万が一、認知症の方が徘徊により行方不

明になられた場合には、早期に発見・保護できる

よう、警察署や民間団体などと構成する「ＳＯＳ

ネットワーク」による捜索に加え、徘徊の可能性

がある方を事前に登録しておく「高齢者あんしん

登録制度」を行っています。さらに、市民の皆様

へも徘徊高齢者等の情報を電子メールで発信し、

捜索の協力をお願いしています。 

高齢者の見守り体制につきましては、校区コ

ミュニティ組織（自治会）、民生委員、老人クラブ、

各地区の社会福祉協議会が行う見守り活動を支援

するとともに、電気・ガス・水道事業者、宅配業

者などの個人宅を訪問する民間事業者の協力をい

ただき、平成 25 年 12 月より「くるめ見守りネッ

トワーク」を開始し、孤立死の防止等にも努めて

います。 

超高齢社会が進展する中、今後も高齢者が安全

に安心して生活できるよう、関係機関や地域の皆

様と連携を図りながら取り組みを進めてまいりま

す。                  【回答課：長寿支援課】 

 

 
●高齢者福祉の充実 

Ｑ：高齢者の一人暮らしが増加する中、市の東西南

北に１か所程度、体にやさしい食事を提供し高齢

者がコミュニケーションをとりながら楽しく食

事できる場所をつくってほしい。小郡市のあすて

らすのような天然温泉が行政で開発できれば市

民にとっては大変ありがたいです。 

（60 歳代、男性） 
 
 
Ａ：久留米市内で、食事の提供と入浴設備を併せ持

つ施設といたしましては、三潴総合福祉センター

（犬塚）がございます。また、入浴設備を持つ施

設は総合福祉会館（長門石）、田主丸老人福祉セン

ター（田主丸）があり、気軽にくつろげる和室等

もございます。他にも、様々な公共施設を整備し
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ており、生きがいづくりや健康づくりを通じて

様々な世代の方とコミュニケーションを図るきっ

かけの場としてご利用いただいています。 

今後も久留米市の高齢者福祉の向上に取り組ん

で参りますので、ご理解とご協力を賜りますよう、

お願い申し上げます。 

【回答課：長寿支援課】 
 
 

●援護策の推進 

Ｑ：生活保護者をきちんと調べてほしい。仕事があ

るのに働かないで生活保護をもらっている人と

か、男性と住んでいるのに離婚しているとか嘘を

ついて手当てをもらっている人とか、徹底して調

べて無駄をなくしてください。難しいですがよろ

しく願います。（30 歳代、男性） 
 
 
Ａ：生活保護は、生活に困窮する方に最低限度の生

活を保障するとともに、自立を助長することを目

的とした制度です。 

また、本制度は能力や資産の活用を前提として

いるため、その世帯の生活状況や収入状況などを

十分に把握し、本当に必要な支援を適切に行って

いくことが要求されます。したがいまして、例え

ば就労可能と判断される受給者にはハローワーク

等と連携して就労支援を実施したり、病気等で働

けない受給者には適切な治療を促すなど、個別

ケースに応じた取り組みも日常的に行っておりま

す。 

このため、ご意見にありました生活保護者の状

況につきましては、適正実施や不正受給防止の観

点からも大変重要であると認識しており、定期及

び臨時の家庭訪問、収入状況の調査、市に寄せら

れる通報や情報提供等を踏まえて、不正や虚偽の

申告等が疑われる場合は、随時聞き取り調査や生

活指導を行い、必要な場合は厳正な対応をとるよ

うに努めています。 

今後とも市民の皆様に生活保護へのご理解が頂

けるよう制度を適正に運用し、真に生活に困窮す

る方々の支援となるよう努めてまいります。 

【回答課：生活支援第２課】 
 
 

【目標：地力と風格のある都市久留米】 

 
●活気ある地域産業の振興 

Ｑ：久留米市は居住環境は比較的良いと思います

が、仕事やビジネスを行う環境は全くと言ってよ

いほど整備されていないと思います。企業誘致や

産業の育成など、市政として取り組む姿勢は希薄

です。このままでは、人口減少と高齢人口の増加、

若年層の就業人口の減少で、衰退することは自明

です。（50 歳代、男性） 
 
 

Ａ：地域が持続的に発展していくためには、住環境

の整備とあわせて企業活動の環境が充実している

ことが重要だと考えております。 

久留米市は、地域経済の活性化を図るため、制

度融資による金融支援、企業のものづくりに対す

る支援、受注機会確保のための広域商談会などを

実施し既存企業を支援しております。 

また、企業立地セミナーや企業訪問等により積

極的に企業を誘致し、平成 22 年度から現在までに

800 人を超える雇用の場が生まれており、福岡県

と共同で取り組む「福岡バイオバレープロジェク

ト」では多くのバイオベンチャー企業を創出して

います。 

さらに、地元企業による合同会社説明会、社会

人研修と体験就労を組み合わせた就職支援事業、

国や県と連携した就職相談、地元企業の魅力を学

生等に伝える情報誌の発行などを行い、若者の就

職支援にも取り組んでおります。 

この他にも、地域企業の海外展開に対する支援

を国や県と連携して行うなど、様々な分野におい

て経済支援施策を実施しており、これら施策の見

直しや拡充も図りつつ、また情報発信にも取り組

みながら、今後も地域経済の活性化を推進してま

いります。 
【回答課：商工政策課】 

 

 

●次代を見据えた地域農業の振興 

Ｑ：最近、たくさんの田畑がつぶされ、アパート等

の乱立が目立ちます。今後、人口の減少を考える

と、この辺で行政として対応してほしい。久留米

の農業をもっと大切にして、後継者の育成を市と

してもバックアップしてほしい。（60 歳代、男性） 
 
 
Ａ：久留米市では、「食料・農業・農村基本計画」

に基づき、「職業として選択できる魅力ある農業」

の実現を目指し、「持続的に発展が可能な農業構造

の確立」、「販売力強化による魅力ある農業の展開」、

「農業に対する市民の理解と参加の促進」を農業

施策の基本的な柱に位置づけて、農業振興に取り

組んでいます。 

特に、担い手育成については、重点的に取り組

み、国の事業活用による就農初期段階の所得の確

保や就農者に対する技術習得支援等により、新規

就農者や農業後継者の育成を推進しています。 

今後とも、いただいたご意見の趣旨を踏まえ、

農業振興に努めてまいりたいと考えています。 

【回答課：農政課】 
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●次代を見据えた地域農業の振興 

Ｑ：農業生産都市で採れる食材を使用して、地産地

消のレストランを行政で考慮してほしい。 

（70 歳以上、男性） 
 
 
Ａ：久留米市では、久留米地域産の農産物を積極的

に販売・活用する店舗を「久留米市地産地消推進

店」として登録し、市民の皆さまに広くご紹介す

ることで、久留米地域産の農産物等の消費拡大と

地産地消を推進しています。登録店舗には、レス

トラン等の飲食店も登録されており、久留米市庁

舎や各総合支所、市民センターにパンフレットを

設置していますので、是非ご活用いただければと

思います。 

今後とも、いただいたご意見の趣旨を踏まえ、

農業振興に努めてまいりたいと考えています。 

【回答課：農政課】 

 

 
●働きやすい労働環境の整備 

Ｑ：長年住んでいる久留米市民ですが、若者の雇用

をもう少し改善していただきたいと思っていま

す。そうでないと福岡市内などへ若者がどんどん

引っ越ししてしまい、高齢化が進んでしまうと思

います。（30 歳代、女性） 
 
 
Ａ：人口減少や高齢化が進行する中、地域社会を持

続的に発展させていくためには、若者をはじめと

する定住人口を増加させていくことが重要です。 

このような認識の下、久留米市は、地元企業に

よる合同会社説明会、社会人研修と体験就労を組

み合わせた就職支援事業、庁舎２階のジョブプラ

ザにおける就職相談、地元企業の魅力を学生等に

伝え地元就職を考えてもらうための「くるめで働

こう」の発行など、若者の就職支援に取り組んで

います。 

また、中小企業に対する制度融資の充実や、新

産業の創出・育成、自動車産業をはじめとする企

業誘致など、雇用の創出につながる様々な事業に

も取り組んでいます。 

今後も、こうした事業を充実・継続させ、若者

の就職支援、雇用の受け皿づくりに積極的に取り

組んでまいります。 

【回答課：労政課】 

 

 
●働きやすい労働環境の整備 

Ｑ：中高年の安定した雇用、環境を切実にお願いま

す。宜しくお願い致します。（60 歳代、女性） 
 
 
Ａ：国の経済対策により景気は回復傾向にあるとい

われていますが、その効果が地方には十分に波及

しているとはいえず、地域の雇用環境は依然とし

て厳しいと認識しています。 

久留米市では中高年の雇用対策として、地元企

業による合同会社説明会、庁舎２階のジョブプラ

ザにおける国や県と連携した就職相談、高齢者を

採用し一定期間以上継続雇用した事業所への雇用

奨励金支給など、中高年・高齢者の就職支援、安

定就労の促進に取り組んでいます。 

また、就労を通した高齢者の生きがいづくり・

社会参加促進を目指すシルバー人材センターの支

援にも取り組んでいます。 

今後も、中高年・高齢者の皆さんの様々な就労

ニーズを踏まえた施策に取り組んでまいります。 

【回答課：労政課】 

 

 

●働きやすい労働環境の整備 

Ｑ：高齢化が進んでいるので若い年代の人が増える

よう、雇用の場が増えるようにし、また子育て支

援策も考え、また久留米の魅力を発進してほし

い。若者が住みたい町を目指してほしい。 

（60 歳代、女性） 
 
 
Ａ：久留米市が魅力的な都市であり、若者も住みた

い・住み続けたいと思うようなまちであるために

は、若い世代が集い活力あるまちづくりを行うこ

とが必要だと考えております。 

そしてこのようなまちづくりには、雇用や子育

ての環境を良くすることが大切だと考えておりま

す。 

そのために、久留米市では、中小製造業への新

技術・新製品の開発支援やバイオ産業をはじめと

する新産業の創出・育成等を行うとともに、企業

立地のための「工業（産業）団地」や「優遇制度」

等をＰＲした企業誘致や収益性の高い農業経営の

実現を支援するなどといった雇用の場を確保する

ための取り組みや、子育て支援策として医療費助

成の拡充や中核市では最大級の保育料の軽減率、

さらには、働き方に合わせた多様な保育サービス

の提供など、子育ての「安心」が実感できるまち

づくりを進めております。 

このような取り組みを豊かで多彩な地域資源を

生かしながら戦略的に進め、都市の魅力や機能・

求心力を高めるとともに、市内外へ久留米市の

様々な地域資源や魅力を発信していき、若者も住

みたい・住み続けたいと思うようなまちを目指し

ていきます。 

【回答課：総合政策課】 
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●にぎわいと豊かな生活文化を創出する商業
などの振興 

Ｑ：現在、一番街、二番街のお店が閉まっている所

がとても多く、日中でも歩く人はわずかです。皆、

郊外の大型スーパーに出かけるのが実情で、一番

街に人が戻るのは、７月中旬からの土曜夜市のみ

です。人が集まって賑わう市の政策を考えてくだ

さい。（50 歳代、女性） 
 
 
Ａ：本市の中心商店街は、福岡市天神・博多地区の

商業集積の高まりや郊外型大型店の進出などの影

響などを受け、厳しい状況が続いています。 

そのようななか、中心商店街では、商工会議所、

まちづくり会社、市と連携し、新規顧客化を目指

し、専門店の店主ならではの知識や技術を伝授す

る少人数のゼミ「まちゼミ」や、各店主が工夫を

凝らした 100 円商品を販売する「100 円商店街」

などに取り組んでおります。 

また、市では、中心市街地の活性化を図るため、

六ツ門地区において、文化芸術の振興、広域交流

の促進、商業・賑わい交流の拠点となる久留米シ

ティプラザの整備を進めているところです。 

今後も引き続き関係団体と連携し、郊外型大型

店にはない魅力の創出・発信に取り組んでまいり

ます。 
【回答課：商工政策課】 

 
 

●人が集い楽しむ場と機能の整備 

Ｑ：ＪＲ久留米・西鉄各駅周辺の住環境の強化が必

要です。特に２つの久留米駅に魅力が無いのが大

問題です。徒歩５分圏内を再開発すべきで、六ツ

門や市役所周辺の開発はその後に考えるべきで

す。久留米市をどうしたいのか、中長期ビジョン

と具体的な施策がわかりません。（20 歳代、男性） 
 
 
Ａ：ご意見をいただきましたＪＲ久留米駅と西鉄久

留米駅は、市の玄関口であるとともに公共交通の

拠点として重要な施設であると考えており、市と

しましても、新幹線久留米駅の開業に合わせた東

西駅前広場や東西自由通路の整備、西鉄久留米駅

舎のバリアフリー化による整備などの交通結節機

能の強化を図ることにより、利用者の利便性の向

上に努めてきました。 

また、ＪＲ久留米駅、西鉄久留米駅周辺のそれ

ぞれの地区では、商業者をはじめとした関係者が

中心になって駅前のにぎわい再生に向けたまちづ

くりに取り組んでおり、市も勉強会などに対して

活動への支援を行っています。 

現在、久留米市では、ＪＲ久留米駅から西鉄久

留米駅までを計画区域として、「①賑わいの創出」

「②多様なサービスの提供」「③定住の促進」の３

つの目標を柱とした中心市街地活性化基本計画を

策定し、計画に位置づけた各事業に取り組んでい

ます。その結果、ＪＲ久留米駅前の再開発事業を

はじめとしたまちなか居住の施策や、新幹線開業

効果による民間マンションの住宅供給によって中

心市街地における居住人口が増加するなど明るい

兆しも見えてきました。 

今後も、中心市街地の活性化に向けてご意見を

いただいた再開発事業をはじめとした各種取り組

みを、民間と行政が一体となって推進していきま

すので、ご支援・ご協力のほどよろしくお願いし

ます。 
【回答課：まちなか整備課】 

 
 

●人が集い楽しむ場と機能の整備 

Ｑ：観光客にこれが久留米のうりですと、ラーメン

以外に言えるところがありません。筑後川の遊覧

船など毎日あればよいと思います。川べりからの

耳納連山の景色がよいので、そこに北野側に道の

駅を作り観光ポイントにしたらいいと思います。

（50 歳代、女性） 
 
 
Ａ：久留米市では平成 18 年３月に『久留米市観光・

コンベンション振興基本計画』を策定し、「訪れて

みたい、住んでみたいまち」を実現するため、①

ほとめきのまち久留米、②歩きたくなるまち久留

米、③元気になれるまち久留米の３つの目指す観

光まち像を設定し、久留米市の主な観光資源であ

る自然、歴史、文化、伝統工芸、食などを活かし

た観光振興を進めています。 

これまでの取り組みの成果として、久留米市へ

の観光入込客数は、平成 16 年の 443 万人から平成

24 年の 531 万人にまで増加しています。 

久留米市は、もともと、いわゆる「観光地」と

しての認識度は低く「観光都市」ではありません

でした。そこで、社会潮流の変化や観光志向変化

の機会を捉え、テーマパーク等を売り物にする従

来型の観光地ではなく、身近に豊富にある素晴ら

しい自然景観や史跡など様々な観光資源を活用し、

それを磨き、組み合わせて紹介できるような観光

事業に取り組んできたところです。 

今後も市民の皆様とともに、本市の観光振興を

進めてまいりますので、ご理解とご協力をお願い

いたします。 
【回答課：観光・国際課】 

 
 

●人が集い楽しむ場と機能の整備 

Ｑ：私は商売をしていますが、非常に厳しいです。

新しいお店の改装費援助は必要でしょうか。何十

年と頑張っている私達にも、支援がほしいと切に

願います。支援店舗のみ勉強会ではなく、参加希

望をとってみたらいいと思います。どこまでも手

厚いと思います。（60 歳代、女性） 
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Ａ：久留米市では、超高齢社会を見据えたコンパク

トなまちづくりを重点施策として、中心市街地の

活性化に向けた様々な取り組みを進めております。

中でも、空き店舗の増加に伴う中心部商店街の衰

退は大きな課題であると受け止め、商店街に昼間

の賑わいを取り戻し、かつ、商店街全体の回遊性

の向上を図ることを目的に、空き店舗に出店する

方へ改装費の一部を補助する事業に取り組んでお

ります。補助事業だけの成果ではありませんが、

平成 20 年度に 26.8％まで悪化した中心部商店街

の空き店舗率は、平成 25 年度末では 17.0％まで改

善しており、一定の効果があると考えております。 

また、既存店舗への支援として、運転資金や店

舗改装に対する融資や保証料・利子の補給など、

事業者の負担軽減を図る支援も実施しています。 

【回答課：商工政策課】 
 

 
●人が集い楽しむ場と機能の整備 

Ｑ：ＪＲ久留米駅、西鉄久留米駅等に久留米出身の

偉大な方の生誕地や業績等を入れた案内板の設

置を望みます。明治通りに豚骨ラーメン発祥地の

石碑はありますが何もなっていません。知らない

人が多いので工夫をして屋台のモニュメントで

も建ててもらいたい。（70 歳以上、男性） 
 
 
Ａ：久留米市では、来訪される観光客の利便性の向

上と交流人口の拡大を図るため、市内の観光資源

を有機的に結び、楽しみながら散策できるよう、

観光案内サインの整備を計画的に実施しています。 

特に、ＪＲ久留米駅周辺及び中心市街地は、旧

城下町の史跡や神社仏閣など魅力的な観光資源を

有するエリアであり、観光客がわかりやすく安全

に散策していただくために歩行者用のサインを設

置しています。 

また、ＪＲ久留米駅東口には、久留米市出身の

偉大な発明家田中久重の「からくり太鼓時計」を

設置しています。他にも、「まちなか散策マップ」

や「ほとめき歩きマップ」といった観光マップの

中で久留米市の偉人についてご紹介をさせていた

だいているところです。 

このマップは、ＪＲ久留米駅観光案内所、西鉄

久留米駅観光案内所をはじめ、道の駅くるめ等市

内各所に設置していますので、ぜひご利用いただ

ければと思います。 

今後も市民の皆様と本市の観光振興を進めてま

いりますので、ご理解とご協力をお願いいたしま

す。 

【回答課：観光・国際課】 

 

 

 

 

●総合的な交通体系の確立 

Ｑ：公共機関の乗り物は、まだまだ久留米市は便利

が良いとは言えないと思います。例をあげれば西

鉄バス、久留米駅から福岡方面に上る３号線の東

櫛原町には上下バスが停まらず、西鉄久留米まで

歩くしかないのです。高齢者の方が東合川や小森

野、西鉄にも一人で食料の買い物ができるような

便利な交通網を久留米に作ってほしいです。 

（40 歳代、女性） 
 
 
Ａ：久留米市は、鉄道（ＪＲ・西鉄）と路線バス（西

鉄バス・堀川バス・甘木観光バス）を中心とした

公共交通網を有しており、１日当約１１万人に利

用されています。 

ご要望いただきました東櫛原町付近には、西鉄

櫛原駅、西鉄バスのバス停である「久留米警察署

前」「吉原」バス停がありますが、国道３号線を運

行している路線バスはありません。市内中心部に

おきましても、路線バスなどの公共交通が利用し

にくい地域もございますので、ご要望の点も踏ま

えまして、市民の皆様にとって利用しやすい公共

交通となりますよう、交通事業者と協議、検討を

行ってまいりたいと考えております。 

【回答課：交通政策課】 

 

 

●総合的な交通体系の確立 

Ｑ：市街地に空地等利用して、小規模でよいので低

料金もしくは無料の駐輪場・駐車場を作ってほし

い。特に原付以外のバイクは現状ほとんどないの

で、ぜひ整備していただきたい。駐車場が確保で

きれば市街地に出かけることがおっくうでなく

なり、活性化につながると思います。吉井町には

小さな駐車場があちこちにあり、出かけることが

多くなりました。（50 歳代、男性） 
 
 
Ａ：まず、駐輪場についてですが、市営駐輪場は西

鉄久留米駅周辺に２ヶ所、ＪＲ久留米駅周辺に

２ヶ所の駐輪場があり有料ですが、それ以外の駅

周辺の市営駐輪場は無料となっております。 

また、原付以外のバイクは、市営ＪＲ久留米駅

西口自転車駐車場とＪＲ久留米駅の東口の民間駐

車場で駐車可能となっており、西鉄久留米駅周辺

の一部の民間駐車場でも駐車可能と伺っておりま

す。市といたしましては、中心市街地活性化のた

め、今後は、料金体系や原付以外のバイクの対応

や駐輪場の整備について検討してまいりたいと考

えております。 

次に、市営駐車場につきましては、市街地に４ヶ

所の駐車場があり有料です。これらの駐車場は、

施設整備を行い受益者負担の原則により有料とし

ております。 
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また、市街地には多くの民間駐車場があり、仮

に民間駐車場より無料や低料金設定変更や新設整

備を行うと民業圧迫となることから、無料化や新

たな駐車場整備等はかなり困難だと思われます。 

しかし、民間駐車場を含め市街地の駐車場の位

置等が分かりにくいとの意見もあることから、現

在、市街地における駐車場の案内システムについ

て検討しているところでございます。 

最後に、貴重なご意見やご提案をいただきあり

がとうございました。市営駐輪場・駐車場運営の

参考とさせていただきたいと思いますので、今後

も更なるご理解とご協力をお願いいたします。  

【回答課：交通政策課】 
 
 

【目標：基本計画の推進にあたって】 
 

●協働のまちづくりの推進 

Ｑ：市政だよりに魅力を感じません。広報紙をもっ

と見たいので、地域に密着したものにしてほし

い。数字や文字が多くて報告ばかりで面白くあり

ません。（40 歳代、女性） 
 
 
Ａ：平成 23 年度市民意識調査で、「広報くるめをど

れくらい読むか」についてお尋ねしたところ、

44.3％の方が「必ず読む」と回答され、「ときどき

読む」を合わせると、約８割の皆さんに広報くる

めを読んでいるとの回答をいただきました。この

ことは広報くるめへの期待の現れであると理解し

ております。 

市民の皆さまに市政への関心を持ってもらい、

親しみを感じてもらうためには、より分かりやす

く、よりタイムリーな情報を提供することが重要

だと考えています。平成 26 年度におきましては、

４月１日号から、本文などの文字を一回り大きく

しました。６月１日号から毎月１日号の裏表紙で

は、豊かな自然や歴史、多彩な文化、おいしい食、

充実した医療など久留米市の多彩な魅力を紹介す

るシリーズを掲載し、市民の皆さんに自分のまち

への誇りや愛着をもってもらえるよう努めました。

また、市民の皆さんが参加する地域の行事などを

中心に、「まちのわだい」の記事を掲載しています。 

今後も、特集などの企画はもとより、編集、文

章構成、表現、写真、レイアウトなどで、様々な

改善や工夫を行い、より多くの皆さんに読んでい

ただける紙面づくりに努めてまいります。併せて、

定期的に市民意識調査で広報紙面に関する調査を

行い、市民ニーズや満足度を把握しながら、親し

みをもって読んでいただける紙面づくりに取り組

んでいきたいと考えています。 
【回答課：広報課】 

 

 

 

●協働のまちづくりの推進 

Ｑ：中学生など塾に通えない子どもが、無料で勉強

を教えていただけるような、学生ボランティアが

集まれる場所を、市が無料で提供するなども大切

だと思います。（40 歳代、女性） 
 
 
Ａ：久留米市では、小・中学生の自学自習の習慣を

定着させるために、放課後や夏休みに学生や地域

のボランティアの皆さんと、授業の復習や宿題に

取り組む補充学習を行っています。こちらのお問

い合わせにつきましては、教育部学校教育課（電

話番号：30-9216）までお願いします。 

また、久留米市では市民活動の拠点として市民

活動サポートセンター「みんくる」をくるめりあ

六ツ門６階（六ツ門町）に設置しています。みん

くるでは、ボランティア団体などが利用できる有

料の貸室だけでなく、無料で利用したり学習した

りできる交流スペースもあります。 

また、夏休み期間にはみんくる会議室にて、小

学生を対象とした夏休みの宿題などを大学生が指

導する教室（高等教育コンソーシアム久留米主催）

が開かれました。その他、学習支援を行う団体な

どについては、みんくる（電話番号：30-9067）ま

でお問い合わせください。 

【回答課：協働推進課】 
 
 

●協働のまちづくりの推進 

Ｑ：自治会費に借家と持家で差があります。自治区

に住んでいる方もごみも出されるし、何の違いが

あるのでしょう。持家の人はごみ当番で見守りな

どしているのに高く払うのはなぜですか。一律に

なぜしないのですか。（50 歳代、女性） 
 
 
Ａ：自治会は、住みよい地域づくりを進めるために、

地域にお住まいの方々によって自主的に組織され

る団体です。 

市は、自治会をはじめとする地域コミュニティ

組織と協働し、久留米市のまちづくりを進めてい

るところですが、自治会の決まりごとや活動内容、

そしてお問い合わせの自治会費などにつきまして

は、市で決めているのではなく、それぞれの自治

会（地域の皆様）で決定されています。 

一部の自治会では、短期で転出が見込まれる借

家への入居世帯が自治会に入会しやすくするため

の配慮により、その世帯の会費を減額している例

もありますが、お住まいの自治会において、なぜ

自治会費に差があるのかにつきましては、お住ま

いの地域で決定されてきた背景や理由があるかと

思いますので、地域の自治会長や役員の方へお尋

ねください。 

【回答課：地域コミュニティ課】 
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●協働のまちづくりの推進 

Ｑ：久留米に長年住んでいますが、仕事先が市外で、

また、平日・休日共に近所の方との交流が親しか

できないので、働いている人がどのような方法で

近所の方や久留米市自治体とコミュニケーショ

ンしたら一番良いのか、その方法を教えてもらい

たい。現状は近所との交流は親だけの状況です。 

 （50 歳代、女性） 
 
 
Ａ：久留米市では、小学校区毎に校区コミュニティ

組織が設立されており、その組織を中心として、

各校区のまちづくり活動が進められています。そ

の活動内容は、文化・スポーツの振興、青少年育

成、人権啓発、社会福祉、防犯･防災など多岐にわ

たっており、これらは校区コミュニティセンター

を拠点として展開されています。 

その中には、四季折々のお祭りやスポーツ大会

等のイベントや、ダンス･お茶･パソコン･料理等の

様々な教室など、比較的気軽に参加しやすいもの

も多数ございます。 

また、活動の規模としましても、自治会単位で

行うものから、校区全体で行うものまで幅広くあ

ります。 

ご自身の興味関心がある地域のイベントに参加

してみることで、校区住民の皆様とお互いに知り

合うことができますし、ご自身の自治会や校区全

体の雰囲気を掴めるかと思います。 

   それらの情報を得るための手段としては、校区

や自治会が発行している広報紙や回覧文書、コ

ミュニティセンターに設置されているチラシなど

がございます。まずは一度コミュニティセンター

をお訪ねいただきまして、コミュニティ組織の事

務局にお話を聴いてみられてはいかがでしょうか。 

【回答課：地域コミュニティ課】 
 
 

●協働のまちづくりの推進 

Ｑ：今回のアンケートは項目や内容も多く、また回

答し難いものが多かった。また有用な情報が得ら

れるとは思いません。行政は各種広報にかける印

刷物等の無駄が多いと思うので、簡素化してほし

い。（60 歳代、男性） 
 
 
Ａ：久留米市では、市民の皆さんと行政がともに理

解し、連携・協力しながら、課題解決や目標達成

に取り組む協働のまちづくりを進めており、その

一環として、市民の皆さんのご意見やご要望を幅

広くお聴きし、施策・事業の検討、推進、評価の

基礎データとして活用し、今後の取り組みに積極

的に活かしていく手段として市民意識調査を毎年

実施しています。また、調査票の設問につきまし

ては、設計段階において、設問に回答しながら考

えが整理できるように各設問の配列を組み立てる

とともに、選択肢が多くなるようなときは設問を

見やすい表形式にしたり、分かりにくい箇所には

設問内容を補足説明するために図・グラフを使用

したりといった工夫を行っています。しかし、ご

指摘のとおり、多くの設問をお尋ねするため、ア

ンケートの構成が複雑になり、分かりにくくなる

傾向があるという課題もあります。 今後も設問内

容を簡潔で分かりやすいものとするなど、市民の

皆さまにご回答いただく際の負担軽減に努め、調

査の円滑な実施に取り組んでまいります。 

【回答課：広聴・相談課】 
 
 

●協働のまちづくりの推進 

Ｑ：小戸数の自治会（20 戸位）なのに、自治会委員

として多数の人を選出している。もう少し自治会

組織を簡素化できませんか。（70 歳以上、女性） 
 
 
Ａ：自治会は、地域にお住まいの方々によって自主

的に組織されている団体であり、住みよい地域づ

くりを進めたり、地域の問題を解決するために

様々な活動が行われています。 

そのような自治会の役員には、その代表である

会長をはじめ、副会長、会計、監事、各種活動の

責任者のほか、地域の実状に応じて自治会を複数

の区域に分け、その区域を担当する自治委員（隣

組長、班長などと言われることもあります）で構

成されることが一般的です。 

そして、自治委員の役割は、 

○文書の回覧や、市広報紙の配布などの情報発信 

○自治会費などの徴収 

○自治会役員としての活動への協力 

のようなことが一般的ですが、その役割は自治会

によって異なります。 

お尋ねの自治会組織の簡素化につきましては、

お住まいの自治会における自治委員の役割、地域

の特性を踏まえ、地域の皆様で検討されるべきも

のと考えます。 

まずは、自治会長や役員の方へご相談ください。 

【回答課：地域コミュニティ課】 
 
 

●効率的な行財政運営の推進 

Ｑ：行政改革の推進として職員削減を進めてありま

すが、削減を進めるあまり行きすぎではないかと

思います。職員を減らして、また職員も非正規職

員に置き換えることをやっていますが、減らしす

ぎではないでしょうか。職員からも仕事が大変に

なったと聞きますし、市民サービスも低下してい

るようにも思います。（40 歳代、男性） 
 
 
Ａ：久留米市では、取り巻く環境の変化や厳しい行

財政環境に対応しつつ、市民サービスの充実を図

るため、様々な行財政改革に取り組んでいます。 
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その中で、学校給食調理業務などの民間委託、

保育園の民間移譲や指定管理者への移行などによ

る事務の効率化等により職員数の削減を進めてい

るところです。 

現在の行政改革行動計画（平成 22～26 年度）で

は、５年間で 100 人以上の正規職員数の純減を目

標としており、平成 26 年４月１日時点で 97 人の

純減となっています。 

今後とも、市民生活に必要な質の高いサービス

を提供していくことを前提としまして、効率的で

効果的な行政運営が行えるように行財政改革に取

り組んでまいります。 

【回答課：行財政改革推進課】 

 

 

●効率的な行財政運営の推進 

Ｑ：ふるさと納税に力を入れて、久留米市の税収を

上げてもらいたい。久留米出身の歌手を集めたオ

リジナルＤＶＤなど、ここでしか入手できない品

や、絣・農作物を生かした品物をふるさと品にす

るといいと思います。今後も地域の人々が助け合

い支え合うことのできる久留米市の発展を願っ

ています。（40 歳代、女性） 
 
 
Ａ：「ふるさと納税制度」は、生まれ育ったふるさ

とや、応援したい自治体に寄付を行なう制度で、

久留米市でも平成 20 年度から「ふるさと・くるめ

応援寄付」制度としてスタートしております。 

スタートから平成 25 年度までで、2,135 人の皆

様から約４千６百万円もの心温まるご寄付をいた

だいております。 

また、ご寄付をいただいた方へは、お礼として

久留米市の魅力を感じていただけるような記念品

を贈呈しており、平成 26 年４月からは、寄付金額

に応じた記念品のコースを新設するとともに、記

念品の数をこれまでの６品から 28 品に増やすな

ど大幅なリニューアルを行ないました。 

記念品には、本市の久留米絣や籃胎漆器などの

伝統工芸品や、巨峰、なし、柿、あまおう、米な

ど本市を代表する農産物などを数多く取り入れ、

久留米市の魅力ある特産品を贈呈しております。

その結果、平成 26 年 12 月までで、昨年度と比べ

寄付件数･金額ともに約３倍になるなど、多くの皆

様にご好評をいただいております。 

今後も、多くの皆様にご寄付いただけるような

制度となるよう検討を行ない、本市の魅力を全国

に発信できるような記念品を取り入れていきたい

と考えております。 

【回答課：総務課】 

 

 

 

 

●計画的行政の推進 

Ｑ：久留米には、食べ物、自然、農産物などの魅力

的な部分がたくさんあるので久留米を知らない

人にも、もっと知ってもらえるような取り組みを

してほしいです。（20 歳代、男性） 
 
 
Ａ：九州新幹線の全線開業を契機に、官民組織が一

体となって久留米の魅力の情報発信に取り組んで

います。農産物などの食や豊かな自然など、久留

米の様々な地域資源や魅力をより多くの人に知っ

ていただき、久留米を好きになっていただけるよ

う、今後ともあらゆる媒体やキャラクターなどを

活用しながら、ターゲットに応じた効果的なシ

ティプロモーションに努めてまいります。 

【回答課：くるめの魅力向上推進室】 

 

 
●計画的行政の推進 

Ｑ：将来の市の人口や産業がどうなっているのか、

それに対応するためにはどのような施策が考え

られているのか、どのような市になっていくのか

の議論が必要ではないでしょうか。 

（60 歳代、男性） 
 
 
Ａ：久留米市の総人口は、平成 16 年をピークに緩

やかに減少しており、平成 26 年 12 月１日現在は

306,245 人となっておりますが、平成 32 年には

29.7 万人、平成 47 年には 26.8 万人になると見込

まれています。高齢化率は平成 22年に初めて 20％

を突破しており、平成 32 年には高齢者の比率は４

人に１人を突破して 27.5％、平成 47 年にはおよそ

３人に１人の 32.5％程度となることが見込まれて

おります。 

そのような人口減少・超高齢化社会の到来を見

据え、久留米市新総合計画の次期基本計画では、

「人口問題」を持続的な発展に向けた都市づくり

の総合的な課題として位置づけており、人口が減

少しにくい、足腰の強い都市の基盤をしっかりと

固めていくこととしております。 

その中で、地場企業の振興、新産業創出、就業

支援などによる雇用の場の確保や、子育て支援策

や教育環境の充実・強化、都市の魅力を向上させ

る施策についても重点的に取り組んでまいります。 

また、国においては、地方創生についての議論

が活発に行われており、人口減少を克服するため

の様々な施策の検討が行われている状況であり、

本市においてもこのような国の動きを積極的に活

用しながら、昨年 10 月に設立した「（仮称）久留

米市・まち・ひと・しごと創生本部」を中心に検

討を重ね、人口急減・超高齢化という大きな課題

に対して真正面から取り組んでまいります。 

【回答課：総合政策課】 

 


